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演習JI心理統計法JI心理学実験 1J I向IJである。 2年次以降の科目は、各々の学問分野におけ
るf研究方法J，こ焦点つ.けられているといえるが、 1年次のそれぞれの必修科自の違いは対照的であ
る。
『履修の手引きj](平成9年度版)には、「教育入門jの授業内容が、「現代日本の教育上の諸問題に
ついて演習を行うJと説明されている。対して「心理学概論Jのそれは、「心理学の研究分野全般に
ついて解説する」となっている。
後者においては、心理学の基礎的な知識を系統立てて提示し、解説していくであろうことが、お
よそ予想される。対して、前者においては、いったいどんな f諸問題Jについてとのように「演習j
するのか、漠然としすぎて見当がつかない。「教育上の諸問題Jは、けっして所与ではない。何を「問
題」として認識するかは、人それぞれである。そして、その認識の内容と認識のしかたは、他人の
生活経験によって大きく左右される。もっともやっかいなのは、大学に入学するまでの生活経験を
もっ者で、あれば、とりたてて新しい知識を必要としないままに、誰でも自らの経験によりかかって
「教育上の諸問題」を語ることができるということである。
したがって、自分が受けてきた教育、あるいは教育を受けてきた自分自身の生活経験そのものを
相対化して「対象J化する課業が、教育学教育のどこかで必要になってくる。自分の経験や、それ
に基づく既成観念を超えたところで、教育現象が生起し存在していることを「発見Jするという課
業を、入門期の教育学教育のプログラムの早いうちに用意する必要があるのではないかと、筆者は
考える。
それにはさまざまな手法があろう。たとえば筆者のばあい、その試みのIっとして、教員養成課程
の必修として開講されている教職教養の授業(l、わゆる教育原理)で次のようなことを行っている。
最初jの時間の冒頭で、「教育」という言葉から連想する単語を3つ以内で記述させる。それを集計し
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て結果を次回に提示する。結果の詳知iは年度やクラスによって微妙に異なるが、すべてにわたって
共通していることがiつある。それは、大部分の単語が「学校」に直結していることである。ほとん
どの学生が、「教育J= I学校」という既成観念をもっていることがここに示される。そこで、「で
も、本当に『教育j]= ~学校』なのか? Jとr.与し、かける。その後の講義を通じて、個々の学生が、人
間と教育とのかかわり、人間と学校とのかかわり、教育と学校との関係、さらには学校と社会との
関係等について、自分自身の経験を相対化しながら捉え返していくよう意図した試みである。
また、前記「教育入門jなとでおこなった試みの lつに、ロール・プレイがある。
教員志望の学生の多くは、「よい学校体験」をもっている。教室という空間の中で教師と子ともが
温かい人間的ふれあいをもっ光景として「学校Jや「教職jをイメージしている者が多L、。そんな
学生にとって、学校が抱えている「問題」状況や教締をとりまくさまざまな葛藤などを、切迫感を
もって感じ取ることは、実際にはとても難しい。また逆に、学校や教師にさんざん苦しめられて大
学に入学したという経験をもっ学生も少なくなL、。そのような学生は、「学校は善jという既成観念
からは自由である半面、教育や学校について真剣に考えること自体を避けようとするばあいが見う
けられる。
そこで、これまでの各自の経験とは違った立場で「学校を疑似体験する」機会をもとうとしたの
が、ロール・プレイ(1泊2Bの合宿)である。「子ともJI教師JI父親JI母親」の4つの役を決め
て、最初だけ特定の f状況」を設定して「場面」を展開してし、く。との役も演じない者は、いずれ
かの役を自分で演じているつもりで周回から場面展開を見守る。具体的には、円、じめJI不登校jの
ケースをとりあげた。生活経験としては「子どもjとしてしかもっていない学生にとって、「教師j
や「父親JI母親」の役を演ずることは、それ自体容易ではない。ところが、進めていくうちに、全
員が思わず国唾をのんで目前の教育現象の一場面に集中する。きわめて限定された仮想現実の中で
はあるが、これを契機として、これまで見えなかった学校や教育の一面が視野に入ってくるという
ことを、終了後の感想から確かめることができた。
5. おわりに
筆者は、教育学教育に対する定見を持ち得ぬまま、「問題」発見を促すための試行錯誤をいまも続
けている。筆者にとってこの試行錯誤は、冒険的な要素を多分にもっていて、それ自体が面白味を
もっている。
しかし、こと「論述」を学生に課すということになると、それは苦難にみちた作業だ。学生にと
ってそれがイヤな課題であるのはし 1うまでもないが、一人ひとりの学生が教育研究の面白味を「原
体験Jできるべく、それぞれの論述の過程で-適切な指導や助言をほどこすのは、とてもむずかしL、。
論述課題を与えて提出期限を決めただけで、あとは提出されるのを待つだけ。提出された小論文は、
内容の大部分がどこかの本の抜書きであったり、分量の帳尻を合わせるために途中から間延びして
いたり、というケースが少なくない。
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学生個々の問題関心を整序するために問答をかさねたり、適切な参考文献を紹介したり、学生自
身の思考過程を整理したりすることが、やはり必要なのだと思う。しかし、現実にはそこまでの指
導はあまりなされていないのではないだろうか。
教授の教育実践には、その過程が明確に意識的に位置づけられていた。先に紹介した『教育研究』
第20巻の「序Jで教授がお書きになったつぎの言葉は、その証左であろう。
「 学術の中心とされる大学で学習、研究する諸君にとって自分の探究の成果を論文として記述し
発表することは、最も基本的で必須の作業である。この紀要発刊の趣旨は、学生諸君が小論文形
式のまとまった論考を作成することによって、独室創IJ的な問題題φの発見および
性ある論託能力を高め、論文文章の記述能力を伸長させることで、充実した卒業論文作成の素地
をたかめるということであった。
また、 1年間の大学の講義によって学生がどれほと成長し、何を得たかを確認することは、学
生自身にとってまた講義を担当した教官にとっても自己省察の契機であるとともに、学問探究を
媒介に人生の特定の時期を分かちあった学縁の意義をたしかめる機会にもなり得ると思ったこ
とにもある。
高等学校を卒業して揺もない学生諸君にとって『論文を書くJという作業はまさに苦難に満ち
た課業であった。しかし、受講生諸君はこの課業を挫折することなく、それぞれ独特の視点にも
とづいた論文を完成し、またその苦闘の過程が自己実現の喜びを伴う意義ある軌跡であったこと
を表白している。喜ばしい限りである。」
教授が残された地道ながらも誠実かっ着実な教育実績をこうしてふりかえってみると、あらため
てその足跡の重厚さに敬服する。長年、朴教授から教えを受けてきて、現在大学の教壇に立ってい
る者の一人として、これを自らの道標として心に刻み、地道に前進してし、く覚悟である。
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